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院費ならびに創感染合併率の面から検討 した結果つぎの

結論を得た.1)手術例においては,セフェム弟1割を

授与した群に比し,ホスホマイソを授与した群では盈症

例が多いにも拘らず,入院期間,入院費なちびをこ創感染

合併率に差を認めなかった.2)保存的治療例では,也

プェム系 1割を投与した群に比しホスホマイシソ (±ミ

ノサイタリン)を授与した群では,入院期間なちびをこÅ

院費に明かな差を認めなか一)た.1上l二よE)､ホ-くホてイ

シソはセフェム系抗生物質と同等もしくはそれ以上の有

用性が期待できると考えi.)かる.
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【[ヨ的】 ステロ1'卜･バ′して療法 (以下べ′L/ス療法)

は,勝原病,腎疾患.血液疾患,呼吸器疾患Eこおし､て,

その治療の有効性が認められている.しかし,その免疫

抑制作用のため多彩な感染症を望することが知られてい

る.私達は,当科で行ったパルス療法後をこ於汐る感染症

の詳細について検討した.

【方法】対象は.1986年より6年間に.当村において

メ+!LブLドニ､/I-lン 10OOmgx3日間.5O()mgx3

日間のパルス療法を行った42症例である,疾患の内訳は,

厚同病21名 (SLE17名.九･･rRA 2名,PN l乳 M(Trr)

1名),腎疾患5名 (ネフ田-ゼ症腕群4名,腎移植後

1名),血液陸壕疾患4名,呼吸器疾患11名 (特発性間

質性肺炎急性増悪6名,パラコー ト肺液炎2名,薬剤性

肺臓炎2名),皮膚疾患 1名であった.パルス療法後1

れ仁丹1円に生しLた.呼吸器.尿路.攻膚,全身感染症に

ついて調査した.

【結果】呼吸器感染症13名 し細菌性肺炎8名,カりこ

肺炎3名,サイトメガロウイルス肺炎3名),尿路感染

症5名 (腎孟腎炎l名.蹄耽炎4名).夜膚感染症3名

(HerpeszosterIlS,Herpessimplex2名).敗血症

4名を認めた.特をこ,緑膿菌敗血症の経過は急激であっ

た.また.小)-二,サイトメガロ等の compr()misedh(芯t

をこみられる感染症も高頻度にみられ その予後も不良で

あった.

K考察】パルス療法を行う際,通常の感染症対策を行っ

た上で,緑膿菌-の早い対応,カ リニ肺炎に対 して

pentam idineあるいは ST 合剤による即用 :-の確立が

必要なことが示l変された.

81GBS (B群溶連菌)が関与したと思われ

る後期流産に対する抗菌療法
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後期流産の原田としては頚管無力症がよく知られてい

るが.-.-1･方最近謄 ･頚管かi､.)C')上行性子宮内感染が後期

流産 書軍産の発生に重要な役割を果たしていることがわ

かってきた.感染を原因とする流早産は散発的をこみられ

るのが一般的だが,我々は共通する臨床的特散 乱 陣

痛発行の反復性後期流産,2.予防的頚管縫綿鮪や予嘗

収縮抑制剤が無効,3.頚管内に GBSが持続的に陽性

を示し,流産時 CRPが高値を示 した)を持つ嶺症例

を経験 L.頚管内に持続的に存在 していた GBSが妊

娠中期に上行性子宮内感染を起こし流産を反復したもの

と推察された.これらをこ対 して GBSをタ-ゲットと

投与 ･イソジン謄洗を追加)m ん.妊娠した3症例の

うち2症例に妊娠継続期間の延長を認め,生児を得た.
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